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さて，弁置換術の成績は， 欧米の30施設から2509例を集計した Davilaの報告によると， 死亡率




















SAKAE ASADA, From the Department of Surgm-. Kobe Medical School 
528 
以上のような合併症に鑑み，人工弁の改良は間断なく続けられている． 血栓の発生が少なくなる
風に cageや skirtの形が変えられたり，弁口が可及的広くなるよう doublecaged ful orifice pro-
sthesis (Smeloff-Cutter 1が工夫されたり， 文僧帽弁置換後lζ心室壁への機械的刺激をさけ且つ左室
の流出路を大きくせんがため最近 low-profildiscoid valve (Kay-Shiley）が作成された．わが国でも
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